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抄録 

 我々 は波長基準光源(Hg-Arランプ)によるスペクトルデータの波長付け方法を確立し、その応用として

恒星の低分散分光観測に取り組んだ。解析の結果、恒星がその表面温度によりO、B、A、F、G、K、Mとい

うスペクトル型に分類され、それぞれ固有の特徴を持つことを観測的に捉えることに成功した。また、得

られたグラフから、恒星の表面温度と強度のピークの関係（ウィーンの変位則）を確認した。 

 

１． 研究の背景と目的 

本研究の目的は、観測で得た恒星のスペクトルデータを波長基準光源(Hg-Ar ランプ)によ

って波長付けし、さらに、分光標準星により強度補正することによりその恒星の吸収線の

特徴と輪郭線の形状を各スペクトル型の特徴と照らし合わせることで、観測した恒星を各

型に分類することである。 

 

２．方法 

 2022年1月5日、埼玉県立大滝げんきプラザ（埼玉県秩父市）に設置されている口径 16cm、F12.5 屈折

望遠鏡直接焦点に低分散分光器VEGA(昭和機械製作所製、波長分解能:R=1200)を装着し、代表的恒星につい

てスペクトル撮像、ダーク・スカイ減算、波長付け、さらに下に示す方法で、βOri(リゲル)を分光標準星

として強度補正を行った。なお、390nm未満は輝度が小さく、700nmより長波長では二次スペクトルが重な

ることより、390～700nmの波長域における恒星のスペクトル強度分布を作成した。観測した恒星のうち、

δOri,εOri,γCas,αCMa,δCas,αCMi,αAur,βGem,αTau,αOri の結果を示す。 

・強度補正方法 

グラフの縦軸は強度、横軸は波長を表している。観測データのスペクトル強度を補正す

るため、分光標準星(βOri,リゲル) ( 観測時刻 22:51,地平高度 44.2°)の観測データ(a)

と分光標準星データ(b)の輪郭を比較し、波長ごと(2.5nm)の補正係数(観測/標準)を求め、

その値で(a)のデータを割ると強度補正した(c)が得られる。この補正係数を他の観測した

恒星に適用することにより、それぞれの強度補正を行った。 

(a)観測データ  (b)標準データ (c)強度補正済 



 

３．結果 

  以下に観測した恒星のスペクトル強度分布をスペクトル型の順に示す。尚、( )の数字は

観測時刻(JST)と地平高度を表す。また、元素の後につづられる記号は、それぞれⅠが電離

していない元素、Ⅱが一階電離した元素を表す。グラフの縦軸は強度、横軸は波長を表す。 

О型星 

・О型星の特徴である中性ヘリウム

の 吸 収 線 (587nm) が み ら れ る 。

( 22:31,42.7°) 

 

 

Ｂ型星 

・B 型星の特徴である中性ヘリウムの

吸 収 線 (447nm) が み ら れ る 。

( 22:28,52.8°) 

 

 

Ｂe型星(輝線星) 

・B型星の特徴である一階電離金属線に

加えて、この星特有の強いバルマー輝

線が見られる。（23:35,31.56°） 

この輝線は、Be 型星の高速な自転によ

り周囲にできた星周円盤が光っている

と考えられている。 

 

Ａ1型星 

・水素のバルマー線(Hα,Hβ,Hγ,Hδ)

が表れており、A型星の特徴がみられる。

( 22:57,36.7°) 

 

Ａ5型星 

・シリウス同様に、A型星の特徴である水

素のバルマー線が強く表れている。

( 23:40,48.8°) 

表面温度が下がり、スペクトル強度のピ

ークが長波長側に移っている。 



 

Ｆ型星 

・バルマー線は弱くなり、中性金属線

(NaⅠ)、CaⅡ(H/K線)が目立ち F型星の

特徴がみられる。( 25:35,55.1°) 

 

 

 

Ｇ型星 

・バルマー線が弱まり、中性金属線(Na

Ⅰ,MgⅠ)と Gバンド(CH)が表れ、G型星

の特徴がみられる。( 25:15,53.2°) 

 

 

 

Ｋ0型星 

・K 型星の特徴の重なり合う中性金属線

(輪郭のギザギザ)がある。( 25:30,75.8

°) 

 

 

Ｋ5型星 

・ポルックス同様、K型星の特徴である

重 な り 合 う 中 性 金 属 線 が あ る 。

( 24:40,41.8°) 

 

 

 

 

М型星 

・酸化チタンの幅広い吸収帯や中性金属

線が強く表れて、M 型星の特徴がみられ

る。( 22:05,60.4°) 

 

 

 



 

４．考察 

以上の結果から、恒星の表面温度が特に高いО・Ｂ型星では中性ヘリウムの吸収線が表

れることがわかる。また、恒星の表面温度が比較的高いと水素バルマー線が強く表れ、低く

なるにつれて水素バルマー線は弱まり、中性金属線が表れるといえる。 

さらに、恒星の表面温度が低くなるほど強度のピークが長波長側に寄って行くのがわか

る。これは、波長のピークは温度と反比例の関係にあるというウィーンの変位則によるも

のだと考えられる。 

また、スペクトル型が同じＡ型であるＡ1シリウスとＡ5ルクバーにおいて、輪郭の形状

に違いが見られるが、これは表面温度の細かな差によるものだと考えられる。 

加えて、スペクトル型がО9型であるミンタカとＢ0型であるアルニラムは表面温度にそ

れほど大きな差がないのにもかかわらず、アルニラムのほうがより強度のピークが長波長

側にある。その原因として、アルニラムが低い地平高度にあることによる、地球大気のレイ

リー散乱の影響だと考察した。しかし、観測時はミンタカよりアルニラムのほうが高い地

平高度であったため、その考察は誤っているとわかり、結論を出すには至らなかったが、観

測当日の気象状況などを疑う。 

 

５．結論 

強度補正を行ったことで、スペクトルの特徴から恒星のスペクトル型を決めて分類することができた。

さらに、強度のピークが、恒星の表面温度が下がると長波長側に移っていくという輪郭の形の変化も捉え

ることができた。また、Ａ1シリウス・Ａ5ルクバーのような同じスペクトル型の恒星においても、細かな

温度の差からその特徴の違いを確認することができた。なお、本研究は本年 3月の日本天文学会ジュニア

セッションで発表し、研究者の方からのコメントをもとに再構築したものである。 
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